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住宅番号面積種別団地・地区名区　　分

ＫＡ６０－１－２６３㎡３ＤＫ上 歌 地 区

改良

今回

ＴＨ８－５６４㎡２ＬＤＫ
東 光 ３ 区 地 区

ＴＨ９－４６９㎡３ＬＤＫ

Ｋ４　５５－２－４６２㎡３ＤＫ歌 神 川 向 地 区

Ｓ５２－３－７５６㎡３ＤＫ神 威 桜 ヶ 岡 地 区

Ｍ５７－３－７６３㎡３ＤＫ文 珠 本 通 り 地 区

Ｔ５３－３－３５６㎡３ＤＫ中 村 中 央 団 地

公営
Ｋ５２－１－１６０㎡３ＤＫ

文 珠 高 台 団 地
ＭＨ７－１６２㎡２ＬＤＫ

Ｋ５６－１－６６２㎡３ＤＫ文 珠 団 地

ＫＫ６３－２－３６３㎡３ＤＫ神 威 神 楽 岡 地 区
改良

前回

Ｍ５８－２－３６３㎡３ＤＫ文 珠 本 通 り 地 区

Ｔ５６－１－６６２㎡３ＤＫ上 歌 団 地

公営 Ｔ５４－３－３５９㎡３ＤＫ文 珠 み ど り 団 地

Ｃ－１３３㎡１ＬＤＫ文 珠 チ ロ ル 団 地

■募集住宅 允
チ
ロ
ル
団
地
は
、
満
　
歳
以
上
　

１８

５０

歳
未
満
の
単
身
者
で
年
収
が
２
５

０
万
円
以
上
の
方

▼
家
　
賃
　
チ
ロ
ル
団
地
は
２
５
，

０
０
０
円
、
そ
の
他
は
入
居
世
帯

の
収
入
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）、
住
民
票
、

所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
応
募
締
切
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

１５

▼
決
定
方
法
　
抽
選
で
入
居
決
定
し

ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募
集

中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
み
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
例
年
、
除
雪
ヘ
ル
パ
ー

が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
作
業
内
容
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
作
業

▼
応
募
資
格
　
健
康
な
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん

▼
そ
の
他
　
活
動
時
間
に
応
じ
て
委

託
費
用
を
お
支
払
い
し
ま
す

▼
応
募
締
切
　
　
月
９
日
（
月
）

１１

▼
応
募
先
　
福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ

（
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
募
集

▽
短
期
課
程
　
６
か
月
間

▼
必
要
経
費
　
教
科
書
代
・
実
習
服

代
・
私
物
工
具
代
等
と
し
て
入
学

経
費
が
必
要
で
す
。

▼
募
集
期
間
　
　
月
２
日
（
月
）
～
同

１１

　
日
（
金
）

２０
▼
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
高
等
技
術
専

門
学
院
砂
川
分
室
（
緯
５
２
～
４

０
０
２
）

平
成
　
年
度
訓
練
生
募
集

２２

　
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院
砂
川
分

室
で
は
、
次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目

▽
電
気
工
事
科
　
普
通
課
程
　
人
１０

▽
板
金
科
　
普
通
課
程
　
人
１０

▽
建
築
科
　
短
期
課
程
　
人
１０

▼
修
学
期
間
　

▽
普
通
課
程
　
１
年
間

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所
か

勤
務
先
が
あ
る
こ
と

芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

　
　
月
よ
り
市
道
民
税
の
年
金
引
き

１０
去
り
（
特
別
徴
収
）
が
は
じ
ま
り
ま

す
。

　
市
道
民
税
引
き
去
り
の
対
象
と
な

る
年
金
は
、
老
齢
年
金
や
退
職
年
金

な
ど
で
す
。
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

な
ど
の
非
課
税
年
金
か
ら
は
特
別
徴

収
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
に
は

６
月
に
納
付
書
と
一
緒
に
通
知
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
対
象
者
や
納
税
方
法
な
ど
は
、
広

報
６
月
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

（
緯
４
２
～
３
２
１
４
）

市
道
民
税
の
年
金
引
き

去
り
（
特
別
徴
収
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

見
る
た
め
に

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯
（
具
体
的
に
は

生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯
や
、
市
町
村
民
税
非
課

税
の
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
な
ど
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
対
象
で
す
）
に
対
し
て
、

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す

る
な
ど
の
支
援
を
、
本
年
　
月
１
日

１０

か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免
除

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
の
で
、
ご

自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
を
清

算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
省
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
０

５
７
０
～
０
３
～
３
８
４
０
）
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に
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
と
た
か
の
つ
め

を
入
れ
て
火
に
か
け
、
香
り
が
出

た
ら
取
り
除
き
、
き
の
こ
を
炒
め

る
。
昆
布
、
つ
け
汁
、
Ａ
の
調
味

料
を
加
え
て
、
汁
気
が
少
し
残
る

く
ら
い
に
煮
詰
め
る
。
（
多
め
に

作
っ
た
場
合
は
、
こ
の
段
階
で
密

閉
容
器
な
ど
に
入
れ
て
保
存
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
）

③
温
か
い
ご
は
ん
に
き
の
こ
の
炒
め

煮
（
②
）
を
混
ぜ
込
む
。

▽
き
の
こ
の
汁
気
が
あ
る
の
で
、
ご

は
ん
は
硬
め
が
良
い
で
し
ょ
う
。

▽
大
根
お
ろ
し
に
あ
え
る
、
冷
や
奴

に
の
せ
る
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
に
か

ら
め
る
な
ど
の
食
べ
方
も
お
す
す

め
で
す
。

で
す
。
き
の
こ
の
炒
め
煮
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
手
軽
に
、
お
茶
碗
１
杯
分

か
ら
混
ぜ
ご
は
ん
が
味
わ
え
ま
す
。

お
好
み
の
き
の
こ
を
使
っ
て
、
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

①
き
の
こ
は
薄
切
り
ま
た
は
小
さ
め

に
さ
い
て
お
く
。
昆
布
は
分
量
の

水
に
つ
け
て
お
き
、
や
わ
ら
か
く

な
っ
た
ら
取
り
だ
し
て
短
冊
切
り

　
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
 坂
  本
  季
  代
  恵
 会

さ
か
 も
と
 き
 
よ
 
え

長
・
推
進
員
　
人
）
で

１６

は
、
推
進
員
が
お
す
す

め
す
る
健
康
料
理
を
広

報
紙
を
通
し
て
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
秋
の
食
材

き
の
こ
を
使
っ
た
１
品

 ●
料
理
の
作
り
方

 ●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

建
設
業退

職
金
共
済
制
度

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
か
た
が
た
の
た
め
に

国
が
つ
く
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
、
す
べ
て
事
業
主
（
会
社
）

が
負
担
し
ま
す
が
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
処
理
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
、
加

入
時
の
費
用
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
事
業
主
（
会
社
）
が
変
わ
っ

て
も
、
退
職
金
は
通
算
し
て
加
算
さ

れ
、
加
入
者
還
元
で
宿
泊
施
設
な
ど

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を

営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の

現
場
で
働
く
人

▼
掛
　
金
　
日
額
３
１
０
円

※
建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.

ta
is
y
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

）
で
制

度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建

退
協
制
度
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
（
建
退
共
北
海
道
支
部
　

札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
３
丁
目

１
　
北
海
道
建
設
会
館
内
緯
０
１

１
～
２
６
１
～
～
６
１
８
６
）

自
動
車
税
の

滞
納
処
分
強
化

　
空
知
支
庁
で
は
、　

月
か
ら
自
動

１０

車
税
の
滞
納
処
分
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
様
々
な
事
情
に
よ
り
自
動
車
税
を

納
税
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
空
知

支
庁
納
税
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
空
知
支
庁
地
域
振

興
部
納
税
課
（
緯
０
１
２
６
～
２

０
～
０
０
５
５
）

『
き
の
こ
い
っ
ぱ
い

混
ぜ
ご
は
ん
』

▼材料２人分
　きのこ（しめじ、椎茸、舞茸な
　ど組み合わせて） ………… １００ｇ
　水 ………………… １／２カップ
　昆布 ………………………… ４唖
　油 ……………………… 小さじ１
　たかのつめ ………… 小１／２本
　　しょうゆ …………… 大さじ１
　　砂糖 ………………… 小さじ１
　　みりん ……………… 小さじ１
　　おろし生姜 ………… 小さじ１
　温かいごはん ………… 茶碗２杯
▼１人分栄養価
　エネルギー …………… ２４９kcal
　塩分 ……………………… １.３ｇ

Ａ

　
東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
戸
数
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸
、

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所
か

勤
務
先
が
あ
る
こ
と

芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

▼
対
象
者

▽
　
歳
以
上
の
世
帯
（
単
身
世
帯
も

６０可
）

▽
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
（
夫
婦

の
ど
ち
ら
か
が
　
歳
以
上
で
あ
れ

６０

ば
可
）

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
家
賃
の

ほ
か
に
、
①
入
居
者
の
前
年
の
所

得
税
額
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
る
生

活
援
助
員
の
派
遣
費
用
（
月
額
４
，

９
０
０
円
を
限
度
）
、
②
車
を
所

有
し
て
い
る
方
は
駐
車
場
使
用
料

と
し
て
月
額
１
，５
０
０
円
が
か

か
り
ま
す
。

▼
応
募
締
切
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

１５

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）
、
住
民
票
、

所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
決
定
方
法
　
申
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
入
居
決
定
し
ま

東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
入
居
者
募
集

す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
２
２
２
３
）

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
ら
ご
協
力
を

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た

　
人
の
検
察
審
査
員
が
国
民
を
代
表

１１し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
罪
の

嫌
疑
を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）

の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ
と
を
主

な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
件
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
、
費
用
は
全
く
か
か

り
ま
せ
ん
。

　
検
察
審
査
員
ま
た
は
補
充
員
（
検

察
審
査
員
に
欠
員
が
で
き
た
と
き
に

代
わ
っ
て
仕
事
を
す
る
人
）
に
選
ば

れ
た
と
き
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
岩
見
沢
検
察
審
査

会
事
務
局
（
電
話
０
１
２
６
～
２

２
～
６
６
５
０
）
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「
指
定
袋
を
使
用
し
て
い
な
い
・
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
捨
て
る
・
ポ

イ
捨
て
」
な
ど
は
不
法
投
棄
と
な
り

罰
則
（
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ル
ー
ル
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
北
海
道
で
は
不
法
投
棄
情

報
の
受
付
窓
口
と
し
て
「
産
廃
１
１

０
番
（
緯
０
１
２
０
～
 ５
  ３
 ～
 ８
  １
 

ご
 
み
 

は
 
い

 ２
  ４
 ）
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

通
 
報

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

　
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
対
象

幼
児
の
保
護
者
宛
に
案
内
状
を
郵
送

し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
い
て

い
な
い
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
木
）　
時
　

１０

１５

１３

１５

分
▼
と
こ
ろ
　
公
民
館

▼
対
象
児
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

１５

平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

１６

れ
た
幼
児

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に

つ
い
て
広
く
国
民
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、　

月
１０

　
日
（
月
）
か
ら
同
　

日
（
日
）
ま
で

１９

２５

の
１
週
間
を
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
全
国
一
斉
に
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
な
ど
の
説
明
に
納
得
が
い
か
な

い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
、
な
ぜ
不
許
可
に
な
っ

た
の
か
教
え
て
欲
し
い
、
年
金
制
度

や
税
金
の
問
題
な
ど
、
国
の
行
政
に

対
す
る
要
望
、
苦
情
、
ご
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
員
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
、
あ
な
た
の
声
を
お
聞
き
す
る
た

め
次
に
よ
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
木
）　
時
～

１０

２２

１３

　
時
１６

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館

▼
相
談
員
　
総
務
省
行
政
相
談
委
員

 石
 

い
し

 井
 　
い

 紀
 
き

 代
 
よ

 志
 さ
ん
（
緯
４
２
～

し

２
４
８
７
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

行
政
相
談
週
間

い
で
歩
く
運
動
で
す
。
こ
の
動
作

か
ら
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
と
い
う
名

前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
養
わ
れ
、
歩
行
な
ど
の
運
動

機
能
の
維
持
や
向
上
が
期
待
で
き

ま
す
。

楽
生
園
地
域
住
民
講
座

　
月
は
廃
棄
物
適
正
処

１０理
推
進
月
間
で
す

　
ご
み
を
処
理
す
る
と
き
は
、
適
切

な
方
法
で
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
生
徒
作
品
展

　
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
絵
画
や
書
道
作
品
及
び
幼
稚
園

児
の
作
品
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
火
）　
時
～

１０

２０

１６

同
　
日
（
月
）　
時
　
分
。
期
間
中

２６

１４

３０

は
９
時
～
　
時
（
日
曜
閉
館
）

２１

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
ホ
ワ
イ
エ

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）

新
入
学
児
童就

学
時
検
診

　
平
成
　
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校

２２

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、

健
康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。

中
空
知
圏
域
精
神
障
が

い
者
家
族
交
流
会
開
催

　
精
神
障
が
い
者
が
自
立
し
て
地
域

で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
家
族
の
理

解
や
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
中
空
知

圏
域
精
神
障
が
い
者
家
族
交
流
会
実

行
委
員
会
で
は
、
こ
こ
ろ
に
障
が
い

の
あ
る
家
族
が
い
る
方
を
対
象
と
し

た
交
流
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　
ご
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）　
時
～

１０

３１

１３

　
時
　
分

１６

３０

▼
と
こ
ろ
　
砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
」

▼
テ
ー
マ
　
「
み
ん
な
地
域
の
一
員

だ
　
～
家
族
と
し
て
、
今
や
れ
る

こ
と
、
望
む
こ
と
～
」

▼
講
　
演
　
「
医
療
現
場
か
ら
見
た

地
域
移
行
」

▼
講
　
師
　
千
歳
こ
ぶ
し
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
　
 寺
 

て
ら

 岡
  政
 

お
か
 ま
さ

 敏
 氏

と
し

▼
内
　
容
　
講
演
、
意
見
交
換
会
、

家
族
会
活
動
報
告
、
各
施
設
の
活

動
紹
介
、
作
品
展
示
・
販
売

▼
料
　
金
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ぽ
ぽ
ろ
（
緯
５
５
～
３
１

０
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
地
域
で

認
知
症
を
支
え
る
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
空
知
・
地
域
で
認

知
症
を
支
え
る
会
で
は
、
次
の
日
程

で
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
　
月
７
日
（
水
）
～
　
月

１０

１１

４
日
（
水
）　
毎
週
水
曜
日
　
全
５

回
　
　
時
～
　
時
　
分

１８

１９

３０

▼
と
こ
ろ
　
砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
」

▼
内
　
容
　
認
知
症
の
基
礎
理
解
、

認
知
症
予
防
活
動
、
家
族
介
護
体

験
談
な
ど
の
連
続
講
座

▼
定
　
員
　
　
名
４０

▼
申
し
込
み
　
　
月
６
日
ま
で
に
Ｎ

１０

Ｐ
Ｏ
法
人
中
空
知
・
地
域
で
認
知

症
を
支
え
る
会
（
緯
０
９
０
～
３

８
９
３
～
４
８
６
９
）
へ
。

歌
志
内
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
有
効
期
限

　
本
年
４
月
　
日
に
販
売
し
た
「
歌

１９

志
内
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
有
効

期
限
は
　
月
　
日
（
日
）
ま
で
と
な
っ

１０

１８

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
お
持
ち
の
方
は
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
歌
志
内
商
工
会
議

所
（
緯
４
２
～
２
４
９
５
）

　
楽
生
園
で
は
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
地
域
住

民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
木
）　
時
～

１０

２２

１４

　
時
　
分

１５

３０

▼
と
こ
ろ
　
楽
生
園

▼
講
座
内
容
　

茨
健
康
講
習
　
「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
」

・
ビ
デ
オ
に
よ
る
「
ふ
ま
ね
っ
と
運

動
」
の
学
習

・「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
の
実
技
体
験

▼
定
　
員
　
　
人
２５

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
楽
生

園
（
緯
４
２
～
２
４
６
８
）

※
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
と
は
？

　
　
㎝
四
方
の
大
き
な
マ
ス
目
の
網

５０を
床
に
敷
き
、
そ
の
網
を
踏
ま
な

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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くらしの情報

平成２１年１０月号

　
市
内
の
企
業
で
は
、
次
の
と
お

り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

繋
ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
業
務

▼
求
人
数
　
１
人

罫
ホ
テ
ル
支
配
人

▼
求
人
数
　
１
人

茎
販
売
員

▼
求
人
数
　
１
人
販
売
員

荊
造
園
助
手

▼
求
人
数
　
２
人

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川
出
張

所
（
砂
川
市
西
６
条
北
５
丁
目
緯

５
４
～
３
１
４
７
）
へ
。

求
人
情
報
（
９
月
　
日
現
在
）

１０

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）　
時
　

１０

２４

１４

３０

分
～
　
時
１７

▼
と
こ
ろ
　
滝
川
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
主
要
行
事
内
容

▽
記
念
式
典
　
　
時
　
分
～
　
時
　

１４

３０

１４

５５

分
▽
音
楽
ま
つ
り
　
　
時
　
分
～
　
時

１５

１０

１７

茨
自
衛
隊
の
活
動
写
真
・
ビ
デ
オ
放

映
芋
滝
川
駐
屯
地
し
ぶ
き
太
鼓
演
奏

鰯
第
　
普
通
科
連
隊
儀
じ
ょ
う
ド
リ

１０
ル

允
第
　
旅
団
・
第
　
音
楽
隊
に
よ
る

１１

１１

音
楽
演
奏

▼
入
場
料
　
無
料
（
駐
車
場
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
各
種
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
） 

▼
問
い
合
わ
せ
　
陸
上
自
衛
隊
滝
川

駐
屯
地
広
報
室
（
緯
２
２
～
２
１

４
１
）

滝
川
駐
屯
地

創
立
　
周
年
記
念
行
事

５４

【
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
】

国
が
負
担
す
る
年
金
の

割
合
が
増
え
ま
し
た

　
平
成
　
年
度
か
ら
年
金
の
国
庫
負

21

担
割
合
が
、
こ
れ
ま
で
の
約
3
分
の

１
か
ら
２
分
の
1
に
増
加
し
た
こ
と

に
伴
い
、
保
険
料
の
免
除
期
間
に
お

け
る
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
を

年
金
の
こ
ん
な
と
き
、

こ
ん
な
手
続
き
を

▼
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き

　
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き
は
、

市
役
所
か
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続

き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
年
金
証
書

の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
年
金
証
書
は
、
年
金
を
受
け
る
権

利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
年
金
に
関
す
る
各
種
届
出
や
相

談
す
る
と
き
な
ど
に
も
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▼
結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き

　
市
役
所
か
社
会
保
険
事
務
所
に
届

け
出
て
、
変
更
後
の
氏
名
で
年
金
証

書
の
再
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
ま
し
ょ

う
。

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
社
会
保
険
事

務
所
（
緯
５
２
～
２
１
４
１
）
ま

た
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
（
緯

４
２
～
３
２
１
７
）
へ
。

野
犬
掃
と
う
（
野
犬
の
処
分
）
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
首
輪
を
付
け
た
飼
い
犬
で
あ
っ
て

も
放
し
飼
い
の
状
態
で
は
、
処
分

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
飼
い
主
に
対
し
て
責
任
は
負

え
ま
せ
ん
。

▽
犬
は
必
ず
け
い
留
し
て
飼
い
、
首

輪
や
鎖
、
け
い
留
く
い
な
ど
の
点

検
を
定
期
的
に
行
い
、
犬
が
放
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

…………………………………………………………………………

野
犬
掃
と
う
実
施

　
市
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
随
時
、

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
社
会
保
険
事

務
所
（
緯
５
２
～
２
１
４
１
）
ま

た
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
（
緯

４
２
～
３
２
１
７
）
へ
。

■
歌
志
内
市
へ

▽
石
狩
市
　
 志
  茂
  山
 き
く
さ
ん
か
ら

し
 
も
 
や
ま

 

現
金
３
万
円

▽
苛
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
か
ら

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
　
４
台

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
　
２
台

■
救
護
施
設
親
愛
の
家
へ

▽
禍
武
田
商
店
か
ら
 

お
茶
　
本
（
２
渥
）

１２

老
人
ク
ラ
ブ
講
話
会

　
介
護
予
防
と
認
知
症
に
関
す
る
講

話
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
金
）　
時

１０

１６

１４

▼
と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

 石
 

い
し

 田
 
だ

 信
 

の
ぶ

 代
 保
健
師

よ

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

　
歌
志
内
消
費
者
協
会
で
は
、
牛
乳

や
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
消
費
者

牛
乳
料
理
講
習
会

協
会
の
会
員
以
外
の
方
も
参
加
可
能

で
す
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
火
）　
時

１０

２０

１０

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館

▼
参
加
料
　
無
料

▼
定
　
員
　
　
人
４０

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
（
木
）
ま
で

１０

１５

に
消
費
者
協
会
（
緯
４
２
～
２
５

４
３
）
へ
。

▲昨年の講習会の様子
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
財
政
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
留
萌
印
刷
㈱

平成２１年１０月号

くらしの情報

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………

◆
お
知
ら
せ
◆
　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
　
年
）
７
月
　
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉

２３

２４

……………………………………………………………………………………

彊おたんじょう　おめでとう

　 德  永 　 結  愛 ちゃん（
とく なが ゆ な

 德  永 
とく なが

　　 遵 さん）　文珠
じゅん

　 大  沼 
おお ぬま

　 美  嬉 ちゃん（
み き

 大  沼 
おお ぬま

　 勝  也 さん）　文珠
かつ や

恭おくやみ　もうしあげます

　 菅  野 　 政  男 さん（８１歳・８月４日死亡）神威
すが の まさ お

　 中  川 　ユキさん（９６歳・８月１９日死亡）文珠
なか がわ

人　　　口　　　４,６８７人（－23人）

　　男　　　　　２,１２７人（－17人）

　　女　　　　　２,５６０人（ー６人）

世　　　帯　　　２,４６４世帯（ー10世帯）

（平成２１年８月末日現在）

家庭で楽しむ空知の食材

　空知の野菜と小麦粉（はるゆたか）を使った料

理と料理長特製「万能醤油」の講習を行います。

　送迎バスも運行しますので、気軽に参加くだ

さい。

諮と　き　１０月１５日昭１１時～１３時

諮ところ　うたしないチロルの湯

諮内　容　・講習～料理長特製「万能醤油」

　　　　　・昼食～「空知の野菜とすいとん」他

　　　　　※料理レシピ・食材も紹介します。

　　　　　・入浴～当日から月末まで有効の入

浴券を差し上げます。

諮参加料　１,０００円

諮申し込み　１０月９日晶までに、商工観光グル

ープ（緯４２～２２２３）へ。

広
報
う
た
し
な
い
　
月
号
は
、

１１

　
月
　
日
に
配
布
し
ま
す
。

１０

３０

昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食昼食会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入温泉入浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴昼食昼食会会＆＆温泉入温泉入浴浴
空知の野菜と小麦粉（はるゆたか空知の野菜と小麦粉（はるゆたか））

を使った昼食を使った昼食会会
空知の野菜と小麦粉（はるゆたか空知の野菜と小麦粉（はるゆたか））

をを使った昼食使った昼食会会

う
た
し
な
い
歴
史
散
歩

　
郷
土
館
ゆ
め
つ
む
ぎ
で
は
、
来
年

歌
志
内
小
学
校
と
統
合
す
る
西
小
学

校
を
は
じ
め
、
炭
鉱
住
宅
な
ど
、
文

珠
地
区
を
め
ぐ
る
「
う
た
し
な
い
歴

史
散
歩
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
元
の
歴
史
を
再
発
見
す
る
と
と

も
に
、
西
小
学
校
を
見
学
で
き
る
残

り
少
な
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
見
学
終
了
後

に
は
、
石
炭
ス
ト
ー
ブ
で
も
ち
を
焼

い
て
食
べ
ま
す
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）
９
時
～

１０

１７

　
時
（
西
小
学
校
集
合
）

１２
▼
見
学
先
　
西
小
学
校
・
歌
志
内
自

動
車
学
校
・
炭
鉱
住
宅
ほ
か

▼
定
　
員
　
　
人
２０

▼
参
加
料
　
１
０
０
円
（
食
材
分
実

費
）

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

敷
物
、
ご
み
を
持
ち
帰
る
袋
、
上
着

※
当
日
は
、
歩
き
や
す
い
靴
を
履
い

て
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
（
木
）
ま
で

１０

１５

に
郷
土
館
（
緯
４
３
～
２
１
３
１
）

へ
。

※
た
だ
し
、
参
加
者
が
５
人
に
満
た

な
い
と
き
や
雨
天
の
場
合
は
中
止

し
ま
す
。

市
民
芸
術
文
化
祭

　
文
化
連
盟
主
催
に
よ
る
市
民
芸
術

文
化
祭
が
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
総
合
展
覧
会

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）
９
時
～

１０

３１

　
時
・
　

月
１
日
（
日
）
９
時
～
　

１７

１１

１５

時
▼
展
示
種
目
　
絵
画
、
書
道
、
生
花
、

陶
芸
、
木
彫
、
俳
句
、
俳
画
、
籐

工
芸
、
樹
石
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

押
し
花
、
絵
手
紙
な
ど

※
文
化
連
盟
加
盟
団
体
・
公
民
館
サ

ー
ク
ル
以
外
か
ら
の
一
般
参
加
作

品
も
展
示
し
ま
す
。
出
品
希
望
者

は
　
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
教

１０
育
グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
４
２
２

３
）
ま
た
は
公
民
館
（
緯
４
２
～

３
９
０
２
）
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
芸
能
発
表
会

▼
と
　
き
　
　
月
１
日
（
日
）　
時

１１

１０

▼
発
表
種
目
　
太
鼓
、
箏
曲
、
舞
踊
、

歌
謡
曲
、
詩
吟
、
民
謡
、
ダ
ン
ス
、

ヨ
サ
コ
イ
、
詩
舞
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
婦
連
協
に
よ
る
バ
ザ

ー
や
児
童
館
作
品
展
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）




